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コロナパンデミック発⽣から間も無く3年
労働者にとってこの2年で何が変化した
のか？
航空機の運航⽀える現場のストレスを
調べてみました・・・



コロナパンデミックによる航空輸
送の落ち込みと回復

アジア・太平
洋地域

＜国際線の落ち込みと回復
2000年〜2022年＞



⽇本におけるCOVID19死者数推移
統⼀アンケート集計

GHアンケート集計

GHアンケートの実施期間は概ね
毎年4〜5⽉

航空連アンケート実施
は概ね1〜2⽉

2022年8⽉第7波緊急事態宣⾔



航空整備士・グランドハンドリングの職場
の声を３年間で比較

＊職場で取られたアンケート・イ
ンタビューなどをもとに調査

＊航空連「統⼀アンケート」
→毎年1〜2⽉に実施
＊グランドハンドリング連絡会議
→毎年4〜5⽉に実施
＜それぞれに３年間を⽐較した＞



航空機整備⼠を中⼼とした職場では



アンケートの声は「自由記述部分」
からストレスとなっている要素で分
類し比較した

•仕事への不満や不安
•会社経営への不満や不安
•労働条件への不安や不満
•（賃⾦減額など）経済的な不安・不満
•健康不安
•精神的不安
•事故や安全への⼼配



⾃由記述回答からのストレス要素
抽出と分析

分類コー
ド 分類 2020年 2021年 2022年

A 仕事への不安不満 21 15 59
B 会社経営への不安不

満 40 20 45
C 労働条件への不満 26 40 22
D 経済的な不満、要求 1 4 35
E 健康不安 1 14 5
F 精神不安 2 12 5
Z 安全、事故 5 6 7

コード総数→ 96 111 178

コロナ関
連要素 関連要素分類 2020年 2021年 2022年

G コロナ禍による感染
不安 0 16 2

H コロナ禍による経済
的悪化 0 15 7

J
コロナ禍による仕事
の変化,技量低下,不慣
れ

0 17 11

K 「仕⽅がない」我慢 0 6 0
L コロナ禍で会社倒産、

雇⽤不安 0 7 1



ストレッサーの分類（2020〜22年）
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コロナ禍が関わる不安要素
今は「経済的悪化」で不安が急増

（注：2020年2⽉アンケートではコロナ禍関連の「不安要素」の記述はゼロだった。）
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グランドハンドリングの職場では



■グランドハンドリングの職場の変化
航空連アンケート（選択）分析
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グラハン連の「職場アンケート」の記述で
のコロナ禍関連要素は・・→当初は「感染
不安」が最も⼤きく
• ＜回収時期が「航空連統⼀アンケート」より5ヶ⽉後にずれているの
で2020年のコロナ感染拡⼤の影響(不安)が強く出ている＞
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グランドハンドリング（JGS社）社にお
ける退職者数（増加）の推移

<基幹要員> <現業部⾨要員>

注：この表にある「グローバル職」とは⼤学卒の基幹要員。
エキスパート職は現業部⾨である。

現場労働者の離職
増加



これらのデータから現状の航空労働者の
状態を推察

•「なんだか得体の知れない閉塞感や不
安感を時々感じます。会社だけが理由
ではないと思いますが・・・。
これまでメンタルなんて、他人事の
ように思っていたのですが、この会社
にいてメンタルヘルスを維持するって
結構大変だと感じています。」

＜ある労働者の率直な記述の
⼀つの例＞



「これまでと異なる疲労」
疲労を進⾏させる要因について

•疲労の定義⽇本疲労学会は、「疲労とは過度の
⾁体的および精神的活動、または疾病によって
⽣じた独特の不快感と休養の願望を伴う⾝体の
活動能⼒の減退状態である」1)と定義。
2019/08/05

・・・これまでの分析から、こうした「不快感・
減退感」が
• ⇨コロナ禍や戦争で労働環境が激変＝「量と質の
⼤きな変化」しかも「これまで未経験の変化の連
続」でこれまでに無い過度のストレス
• ⇨要因として、コロナ対策に起因する「社会の中
での孤⽴」「働いてのいる会社の状況の悪化」な
ども
• ⇨ストレス緩和の「サポート（⽀援）」が無い場
合にストレス要因の最⼩化がなかなか進まず。精
神的状態の悪化が進⾏
・・・・・・こうしたことから起きているのでは



長引くコロナパンデミックで労働
者へのストレスは新たな段階に

雇⽤不安

⼈事評価・競争

コロナ禍に
よる労働条
件低下

コロナ感染不安

ベテランのサポート減少・
経験者の退職や流出

経営（者）
への不満

労働者保護・⽀援も不⾜
⾁体的疲労と精神的疲労の拡⼤

社会的⽀援の不⾜

SKILL(技量)
の低下や働
き⽅の変化

多忙な職場（⼈員
不⾜）での過労

戦争発⽣による
仕事内容の変化

経済的不安（低賃⾦）

健康不安（腰痛
発⽣の職場も）

職場でのコミュニケー
ション低下



＜地上で働く航空労働者＞求められる課題

•コロナパンデミック以前からあった、低労働条件の改善
• 〃 〃 不合理な労働契約の改定

•コロナパンデミック発⽣により⽣じた、賃⾦を含む労働条件切り
下げの早期の回復と更なる改善

•労働者が、働き続ける意欲が持てるような、労働条件と福利厚⽣
制度の充実（⾼い技術と経験ある労働者の流出を⾷い⽌めるこ
と）

•「精神的な健康状態」を保つことに留意し、労働者が安⼼して相
談し、⽀援を受けられる「仕組み（相談・⽀援窓⼝）」を設ける
こと

NPOでは、航空における労働状態の調査と研究を、今後も継
続する予定です。



有難うございました。

NPO法⼈「 航空の安全・いのち
と⼈権を守る会」



コロナ禍を経験し・・・・
今後、労働者が健康に働き、豊かな⼈⽣を
送れる仕組みをどのように作っていくか
• 労働組合の活躍に期待するか

• 法律的な枠組みを強化し、政治的に企業への規制構造
を変えていくか

• 社会的に「企業に求められてる条件」を追求
＝「⼈間を⼤切にしない企業」の企業価値を下げるな
ど。

＜研究課題＞
• →研究課題：ストレッサー間の影響/関連について
→プライベイトなストレッサーとの影響/関連
→他の業種の労働者との関係の調査

<討論⽤スライド＞


